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文( sentence) 間及び文書(document) 聞の関係の 3 観点に着目して論じられている。諸問の
これから同義性及び多これを数値的に表現して，
義性を考慮したシソーラスを自動的に作成して利用する方法を示した。文聞の関係については単文を
( word) 間，
関係については，著者は呉語聞の類似度を定義し，
これらおのおのに文集合中で同動刈と前置詞とを中心にした述語と名詞を中心とした項とに分解し，
これの上で文聞の類似義的な使われ方を示すクラスを逐次的に対応させて述語ネットワークを求め，
|生を判定する方法を試みた。また，文書問の関係については，文書聞の類似度を述語ネットワークを
これに基づ、いて文書集合を一列に配列してファイル編成を行い 探索に際しては与えら
れた質問に対する類似度の大きい順に効率よく取出すようなアルゴリズムを案出した。
通じて求め，
これらのいず
れの方法に対しでも Proc.IEEE及び、Comm. ACM誌所載の抄録を題材として電子計算機を用いた実
験結果を示し，これらが情報倹素に応用して有効で、あることを報告している。
r.Ji己のように本論文は自然言語(この場合は英語) で表現された文書情報の検索に有効な手段を与
????円δ
えるものであり，博士論文に値するものと認める。
